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第２回武豊町行政改革推進委員会 会議議事録 

 

１ 開催日時  

令和７年８月６日（水） １０時００分～１０時４８分 

 

２ 開催場所  

全員協議会室 

 

３ 出席者（敬称略） 

  （武豊町行政改革推進委員会） 

   橋詰 弥久雄 武豊町商工会長 

栗本 孝成  武豊町老人クラブ連合会長 

中川 美知夫 武豊町社会福祉協議会長 

青木 宏和  区長代表（長尾部） 

出口 真実  武豊町子ども会育成連絡協議会副会長  

井上 久枝  武豊町ボランティアセンター代表  

長与 譲治  武豊町スポーツ協会長 

小藤 省吾  武豊町文化協会長 

磯部  亮  武豊町勤労者代表（連合愛知知多地域協議会） 

羽山 英幸  公募委員 

池田 正則  公募委員 

伊賀 亜矢子 公募委員 

柴田 純世  公募委員 

   

  （欠席者） 

   穂刈 正洋  武豊町経営者懇談会代表 

 

（事務局） 

   池田総務部長、長谷川総務課長、中川課長補佐、 

磯村主査、鳥居主事 

 

４ 議事内容 

発言者 発言要旨 

長谷川 

総務課長 

（開会にあたっての連絡事項） 

  定刻となりましたので、ただいまから 

「第２回武豊町行政改革推進委員会」を開催させて頂きます。 

始めに、小藤会長からごあいさつをお願いします。  
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小藤会長 皆様おはようございます。 

武豊町行政改革推進委員会会長を仰せつかっております、小

藤と申します。どうぞよろしくお願い致します。 

本日は２回目の委員会となります。 

第１回目の委員会での質問事項、またプラン案全体につい

て、今回は審議を行ってまいります。 

前回同様、スムーズな議事進行にご協力頂ければと思いま

す。 

本日はよろしくお願い致します。 

 

長谷川 

総務課長 

ありがとうございました。 

なお、前回同様となりますが、この会議は公開で行い、開催

内容につきましても、会議の写真をまじえて、町のホームペー

ジで、広くお知らせさせて頂きますので、ご了承ください。 

それでは、これより議事に入りたいと思います。 

小藤会長、議事の進行をお願いします。 

 

小藤会長 議事に入ります前に、１点確認をさせて頂きます。 

事前に事務局より送付のあった議事録ですが、発言の内容

や、意図が誤っているなど、何かご意見がありましたら、今伺

えればと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

それでは、第１回行政改革推進委員会の議事録は、こちらで

確定とさせて頂きます。 

事務局にて、近日中に町のホームページに掲載される予定で

すので、ご承知おきください。 

 

それでは議事に入ります。 

はじめに、次第２（１）、「第１回委員会での質問事項につい

て」事務局より、説明をお願いします。 

 

中川 

課長補佐 

総務課 課長補佐の中川です。よろしくお願いします。 

右上に「資料１」と書かれている、左上をホチキスとめして

ある資料をご用意ください。 

前回開催しました第１回委員会にて、後日報告をさせて頂く

こととした内容になります。 
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順番にご説明させて頂きます。 

 

まず、１ページ、①第７次行革プランと第８次行革プランの

項目比較表をご覧ください。 

こちらは、羽山委員からのご質問です。 

 

第７次から８次へかけて、継続されたもののリスト、継続し

た理由、また、なくなったものがあれば、その理由とのことで

した。こちらについて、説明を致します。 

町では、毎年度、運用している行革プランの、各項目に対す

る進捗状況、いわゆる「振り返り」について、ホームページで

公表をしています。 

「振り返り」では、各実施項目について、「目標を上回る」、

「目標どおり」、「目標にやや遅れる」、「目標に遅れる」の４段

階で評価を行います。 

現在の、第７次行革プランにおける、令和６年度末時点の進

捗状況では、「目標に遅れる」とした項目は０件でした。 

「目標にやや遅れる」とした項目が５件ありましたが、最終

年度となる今年度に目標に向けた取組をしているところであ

ります。 

 

①の表は、第７次プランと第８次プランの項目比較表です。

色付きの箇所が、「基本目標」、カッコ書きの箇所が重点取組項

目、点で記した箇所が実施項目を現しています。 

実施項目の前に「継続」の「継」と記した項目については、

８次プランに継続をしておりまして、１５項目あることがおわ

かりになるかと思います。 

 

しかしながら、例えば、第７次行革プランにある「窓口サー

ビスの向上」や「収納サービスの拡充」などは、フロントヤー

ド改革として本プランにも掲載をしておりますので、取り組む

べき内容、事業の対象が変わった、という個別内容については、

「継」の表記がなくとも、類似した項目となっているものもあ

ります。 

町としましては、引き続きしっかりと取り組んでいくべきだ

とした項目については、継続としてプランに掲載をし、職員一

丸となって取組をしていくこととしております。 

先ほどご説明しましたとおり、目標が達成されていない項目
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はないため、「達成が難しいため断念」とした項目はありませ

ん。 

例えば、第７次行革プランに掲載した「行政手続きにおける

書面規制・押印・対面規制の見直し」という項目は、当時新型

コロナウイルスの関係で取り組んだ事業ですが、この５年間

で、各種の見直し等が行えたため、今回掲載をしておりません。 

掲載が終了した事業についても、一部の建設事業等を除い

て、一切事業をやらないというわけではなく、町として当然に

やるべき事業は、プランに掲載されておらずとも、継続して実

施をしていくこととなります。 

羽山委員から頂いた、項目ごとにきちんとした振り返りを行

うことで、次の計画に繋がっていく、というお言葉は、事務局

としましても大切にしたいと思う事柄です。第８次行革プラン

におきましても、項目の実施だけではなく、引き続きしっかり

と振り返りを行うことで、さらに磨きのある行革を行っていき

たいと考えております。 

羽山委員のご質問に対する回答は以上です。 

 

続きまして、２ページの、②「各種基金の状況」をご覧くだ

さい。 

こちらは、青木委員からの、プランに掲載されている資料で、

「中長期財政計画」と、各基金の内容を確認したいという質問

についてです。 

まず、基金についてです。 

②の資料の、中段、「２ その他の基金」という箇所をご覧

ください。 

こちら特定目的基金と呼ばれているものでありますが、本町

では、財政調整基金以外に、５個の基金を設置し、活用をして

おります。 

それぞれの、令和６年度末時点の残高は、１番右端に記載の

とおりでありますが、本資料は現在作成途中の決算資料の一部

となりますので、あくまで予定額とご認識ください。 

基金残高については、以上となります。 

 

資料３ページに移りまして、③一般会計財政計画です。 

こちらは、武豊町総合計画に基づく、令和７年から令和９年

の実施計画です。町のホームページにも掲載をしておりますの

で、よろしければ後ほどご確認ください。 



5 

 

町では、毎年、向こう３年間の実施計画を定め、行政運営に

必要となる事業、経費を確認しております。 

行革プランに掲載をしております「中長期財政計画」は、こ

の実施計画からさらに７年、トータルで向こう１０年の経費を

計画するものですが、実施計画と異なり、個別具体的な事業を

想定せず、いわゆる予算の査定も受けていない状態のもので

す。 

したがいまして、実施計画以降７年間の、おおよその全体額

をイメージしたものでしかなく、第８次行革プランの計画期間

である、令和８年度から１２年度までの概算予算総額と、資料

４ページの「④大規模普通建設工事」の資料で、替えさせて頂

きたいと存じます。 

④大規模普通建設工事につきましては、令和７年度から９年

度は、実施計画上の事業と、金額が記載されております。 

令和１０年度以降につきましては、先ほどお話したとおり、

金額が精査されたものではありませんが、記載されている「公

共施設整備業務」「基盤整備工事」「町道武豊港線整備事業」の

各事業につきましては、どれも中央公園南側の、公共交流拠点、

新庁舎の整備関係となります。 

青木委員のご質問に対する回答は以上です。 

 

続きまして、資料４ページの、⑤町の公園に係る経費につい

てです。 

こちらは池田委員からの、町の公園にかかる経費について確

認したいというご質問でした。 

令和６年度の決算見込みにおきまして、町の管理する公園全

体にかかった経費は、およそ 9,200 万円でした。 

そのうち、公園の草刈りや、樹木の剪定にかかった経費がお

よそ 4,700 万円、修繕や、遊具の保守、清掃、工事などにかか

った経費が、およそ 4,500 万円となっております。 

公園の草刈りや、樹木の剪定は、昨今の物価高騰、人件費の

上昇により、決して安価で行える事業ではありませんが、少し

でも皆様が安全・安心にご利用頂けるように、適切な維持管理

に努めて参りますので、ご理解頂ければ幸いです。 

なお、池田委員からご意見のあった公園のあり方に関しまし

ては、前回の会議後、事務局より、事業を所管している都市計

画課にお伝えさせて頂きましたので、申し添えさせて頂きま

す。 
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池田委員のご質問に対する回答は以上です。 

 

これで次第２（１）第１回委員会での質問事項についての説

明を終わります。 

 

小藤会長 ありがとうございました。 

事務局より次第２（１）「第１回委員会での質問事項につい

て」説明を頂きました。 

ただいまの説明について、ご意見等はありますか。 

 

青木委員 基金の流れとか、財政計画とかお答え頂いて、これ３年間の

実施計画ということで、中長期計画とはちょっと違うのです

が、私が心配しているのは、庁舎建設ですけど、庁舎建設の基

金というのが、令和６年度末でも７億円ですね、おそらくこの

先の実施計画で示されている、積立金っていうのが、２億、２

億ときていると思うのですけど、これは庁舎の方の基金になる

と思うのですが、合わせても１１億ですよね。 

令和１２年、１３年ぐらいから建設予定になったと思うので

すが、この財政調整基金の４２億を使っても、かなりの借金を

して建設していくって方向になると思うのですが、このあたり

については、どういう考えでおられますか。 

また、その先の話でも、実施計画より先の予算額に対しても、

令和１１年と１２年、大体予算規模が１６０億円とすると、 

２０億近い余分な経費がかかっていると思いますが、これが庁

舎建設の費用なのかどうか、ちょっと教えてください。 

 

中川 

課長補佐 

ありがとうございます。 

青木委員がおっしゃる通り、庁舎建設基金に関して、資料３

ページの一般会計財政計画上の、積立金の２億というのは、庁

舎建設基金へ積み立てるお金というご認識の通りでございま

す。 

これから、担当課の方が、令和７年度から９年度の３年間か

けて、事業手法だとか、そもそも何の機能を持っていくのか、

庁舎の規模だとか、その他の全体像だとかっていうのを固めて

いく期間になります。 

したがいまして、庁舎の概算事業費というのが、正確には全

く出ていなくてですね、そういったことから、基金に関しまし

ても、明確な積立金額というのは、今現在なかなか示せない状
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態ではあります。 

しかしながら、この３年間の積立額だけでは、通常の建設工

事を考えれば基金としては少ないと感じるものですから、建設

工事が始まる年度までは、毎年の財政状況に応じて、できる限

り単年度に負担がかからないように、毎年積み立てをしていき

たいと考えております。 

資料４ページの大規模普通建設工事について、ご質問の令和

１０年度、１１年度の差が約２０億円あって、これが庁舎建設

のお金ではないのか、というご質問につきましては、お答えか

らすると、その通りでございます。 

ただ、これは本当に、概算の概算というところで、近隣の市

町の庁舎建設状況などを見ながら、本当にざっくりと上乗せを

している、というものでございます。 

今お示ししている令和７年度から１２年度の経費というの

は、去年の実施計画の段階のものであり、今年はまだ実施計画

が固まっておりませんので、去年の段階の数字を載せておりま

すが、この中ですと、令和１１年度が建設工事の１年目という

ところで、書いてあるのですが、去年、まちづくり推進室が、

公共交流拠点の基本構想というのを作りまして、その中で示さ

れたスケジュールでは、１年後ろ倒しされてですね、建設工事

の開始は令和１２年度から始めて、令和１２～１４年という３

ヵ年で建設工事を行っていくという、一旦のスケジュールにな

っております。 

今年の実施計画を作る際にはですね、令和１１年度ではな

く、令和１２年度に、少し経費が上がってくるのかなというよ

うな予想をしております。以上となります。 

 

青木委員 もう１点、ちょっとまだ金額は出ないと思うのですが、今、

建設費がかなり上がっていると思います。 

建設費をいくらで見込んでいるのか、ちょっと教えて頂けた

ら、わからないならわからないでいいですけど、教えて頂けた

らと思います。 

 

中川 

課長補佐 

令和６年度、去年ですが、知多市さんが、庁舎の建設工事を

発注されまして、８０億円台半ばくらいの金額で請負がされた

というふうに記憶をしています。 

そうしますと、確か知多市さんの規模からすると、㎡単価が

７５万円ぐらいだったと思うのですが、大体それぐらいにはな
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ってくるのかなというところです。 

ＤＸを推進することで、ペーパーレスにして、書庫のスペー

スを減らすとか、そういった取り組みをしていく中で、事業規

模がこれから出てくるものですから、中々具体的な事業費は出

ませんが、直近の近隣市町さんの状況ですと、それぐらいの金

額がかかっているというところであります。 

 

小藤会長  他に質問など、ありませんでしょうか。 

 

池田委員 

 

公園の件で、一応確認したいのですが、毎年こんなふうに、

9,000 万円近く払っておられるのでしょうか。 

公園施設再編計画で、公園を見直して、今後やっていこうか

ということでしたけれど、これを開始したときには、この

9,000 万円というのは、段々減っていく方向になるのか、横ば

いなのか、そういったところと、次回でいいので、この再編計

画自体を、参考資料として見せて頂きたいなと思います。 

 

中川 

課長補佐 

ありがとうございます。 

次回というお話がありましたけれども、公園施設再編計画自

体は、町のホームページに掲載しておりまして、すぐに見られ

る状況になっております。 

再編計画の中で、経費の推移というのは、事細かくは出てお

りませんので、ここにある 9,200 万円が、どれくらいの金額に

なるかというのは、再編計画上は示されておりません。 

各公園の役割や機能を明確にし、例えば遊具を充実させてい

く公園だとか、逆にですね、広場としてのスペースを確保する

だけで、遊具を撤去していく公園だとか、がありますので、そ

のあたりに関しては、再編計画の中で整理をしていきたいとい

うところでございます。 

経費につきましては、基本的に今回お示しした 9,200 万円

というのが、一部建設工事が入っておりますけども、それ以外

のものについては、経常的にかかってくる経費という認識を持

って頂ければ結構かと思います。 

物価高騰の影響があるので、多少の変動はあるのですが、こ

の経費が２倍になるだとか、そういったようなことは、大きな

工事がある年度以外は、基本的にはない、というようなご認識

を持って頂ければいいかと思います。 
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小藤会長 ありがとうございます。 

他の方、ありませんでしょうか。 

 

（質疑なし） 

 

それでは、ないようですので、続きまして、次第２（２） 

「武豊町第８次行革プラン（案）に係る質疑事項についてで

す。 

第１回委員会にて説明のあった、武豊町第８次行革プラン

（案）につきまして、内容に関しての質問などをお受けしたと

思いますが、まずは事務局より、事前に提出のあった質疑等に

ついて説明をお願いします。 

 

中川 

課長補佐 

次第２（２）、武豊町第８次行革プラン（案）に係る質疑事

項について説明します。 

 

本日机上にお配りしました、右上に「資料２」と書かれてい

る資料「事前質疑一覧」をご用意ください。 

第１回委員会以降に、柴田委員より、事務局に提出された質

問と、その回答となりますので、順番にご説明させて頂きます。 

 

資料左側が質問、右側がその回答、考え方になります。 

まず、質問①です。質問を読みます。 

 

第７次行革プランにて温水プールの整備をしたとのこと、第

８次行革プラン（案）には温水プールの有効活用について特に

プランを確認できなかったのですが、２階のカラオケルームは

個人的に使用されている印象がなく、プールや入浴料金もこど

も料金が割引になるという情報もあったのにそのような動き

もなく、町としてはここからの５年間も特にそのような課題に

取り組む予定はないのでしょうか。それとも指定管理者制度に

より指定管理者が動いているのでしょうか。 

 

こちらについて、事務局からの回答です。 

「CCNC プールたけとよ」につきましては、学校の授業利用

をはじめ、一般の方の温水プール利用、温浴施設やトレーニン

グルームなど、多くの方にご利用を頂いております。 

２階にあります「多目的室」は、カラオケ機器が設置されて
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いることから、そういった利用もされていると認識しておりま

す。参考までに直近の使用実績を調べましたところ、令和５年

度は年間で１２２人、令和６年度は年間で５７人の方にご利用

を頂きました。 

プールやトレーニングルームと比較すれば、利用は少ないと

感じますので、今後の課題と捉えております。 

こども料金の割引につきましては、その情報がどういったも

のなのか確認ができておりませんが、大人の利用料金と比較し

て、小・中・高・大学生の利用料金が安く設定されております。 

町としましては、「武豊町屋内温水プールの設置及び管理に

関する条例」で施設の利用料金を定めており、指定管理者が、

その金額を上限に、いわゆる割引などの行為をすることを妨げ

てはおりません。 

現状、指定管理者の経営戦略として、料金の設定を行ってい

ると認識しておりますので、ご理解頂ければと存じます。 

いずれにしましても、必要に応じて、指定管理者と調整をし

ながら、プール以外の施設も含め、「CCNC プールたけとよ」全

体の利用率の向上を目指していきたいと考えております。 

なお、ご意見につきましては、担当課の生涯学習スポーツ課

に申し伝えさせて頂きます。 

 

続いて、質問②です。質問を読みます。 

総合体育館、公園についても同様で、公園は各公園にそれぞ

れ適した在り方があるのかもしれませんが、自然公園や運動公

園は町民にもっと活用してもらえるような施設となり得るの

ではと感じています。 

中央公園については、役場が移転することを見越して授乳室

や多世代が活用できる複合施設の開発など整備を強化すると

いった案は出ていないのでしょうか。 

 

事務局からの回答です。 

第１回委員会の際に、少し触れましたが、令和７年３月に、

武豊町公園施設再編計画を策定しています。 

この中で、都市公園をはじめとした各公園の役割や機能を明

確にし、再編の方向性を定めております。町としましては、こ

の計画に基づいて、各公園を適切に管理していくこととしてお

ります。 

なお、自然公園につきましては、現状多くの方にご利用を頂
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いているという認識の下、再編計画上では、公園は現状維持ま

たは、更なる魅力の向上を図るものとしております。 

中央公園につきましては、今後、南側に公共施設や交流施設

を整備していく予定としております。したがいまして、公園を

複合施設に開発するというよりは、南側の整備において、中央

公園との連携や機能分担などを検討することになるかと思い

ますが、現状確定していることではありませんので、自然公園

などの活用方法を含め、事業担当課の都市計画課に申し伝えさ

せて頂きます。 

  

最後に、質問③です。質問を読みます。 

衣浦小学校のトイレ改修工事は体育館横トイレの改修工事

についてでしょうか？ 

体育館横のトイレは休日によくこどもの習い事の付き添い

で使用するのですが、 

全て和式であることや、外に設置されているので季節によっ

ては害虫が発生したりというあたりから、改修を期待したいな

と個人的に思っていました。 

 

事務局からの回答です。 

第８次行革プランに記載のある衣浦小学校のトイレ改修工

事は、南館校舎を予定しているものです。ご質問のトイレにつ

きましては、計画期間内での更新予定はありません。なお、当

該トイレにつきましては、平日の日中は閉鎖しており、児童等

が使用することはなく、学校開放等を実施する休日のみ、利用

をしていると聞いております。 

使用される方の状況等や、気候によっては、使用がしづらい

と感じることもあるかもしれませんので、担当課の学校教育課

および生涯学習スポーツ課に申し伝えさせて頂きます。 

 

以上で質問と回答になるのですが、申し訳ありません。こち

らの質問に対してプランを確認していたところ、一部誤りを見

つけましたので、資料の修正をお願いしたいと思います。 

武豊町第８次行革プラン（案）をご用意ください。 

プランの２１ぺージをお開き下さい。 

番号３２３番「個別施設計画に基づく計画的な改修」です。 

実施項目３の学校教育課ですが、右端の、５年間の取組内容

欄、一番上に、「衣浦小学校北館校舎トイレ改修工事」とあり
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ますが、こちらは「北館」ではなく、「南館」の誤りでした。 

大変申し訳ございませんが、お手元の資料について、修正を

お願い致します。 

以上で、事前に頂いていた質問に関する説明を終わります。 

 

小藤会長 柴田委員、いかがでしょうか。 

 

柴田委員 大丈夫です。ありがとうございます。 

 

小藤会長 それでは、私からも質問させてください。 

これは要望ですけど、柴田委員の質問３の衣浦小学校のトイ

レ改修工事の件、前回も少し私、自分はこう思う、という話を

させて頂きましたけれども、７月３０日にカムチャツカ半島で

地震があって、津波警報が出て、東北などでは、多くの方たち

が学校などに避難をされたというふうに聞いております。 

そこで問題になったのが、熱中症の問題ですが、幸いにも、

武豊町は、非常に環境がよくて、体育館は、既に空調設備がつ

いているということですので、避難所としては、良い環境かな

と思うのですけれど、一方、トイレでは、これは、体育館の外

のトイレのことですよね。 

体育館だけではなくて、場合によってはグラウンドに避難を

されてくる方もいらっしゃるかと思うのですが、そういった方

たちが使うトイレというものにもなるのかなと、そうしたとき

に、高齢の方ですとか、足腰の弱い方が和式のトイレを使うと

いうのはちょっと事実上難しいだろうなと、当然ですね、校舎

の中のトイレを使われるとは思うのですけども、前回お話した

ように、学校のトイレ改修は学校教育担当というふうではなく

て、もっと広い視点で、防災の視点でも取り組んで頂けるとあ

りがたいかな、ということもまた担当課の方にお伝え頂ければ

というふうに思います。 

 

中川 

課長補佐 

 承知しました。ありがとうございます。 

 

小藤会長 他にはよろしかったでしょうか。 

 

（質疑なし） 

 

それでは、続きまして、次第３「その他」について、 
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事務局より説明をお願いします。 

 

中川 

課長補佐 

 次第３の説明に入る前に、事務局より１点提案を致します。 

 皆様から頂きましたご意見等につきましては、内容を事務局

で整理し、本日、回答をさせて頂きました。 

 この段階で、諮問をさせて頂きましたプランの内容について

は、特段の修正事項がないことから、この内容にてパブリック

コメント（案）を確定したいと考えていますが、会長、いかが

でしょうか。 

 

小藤会長  提案内容について承知しました。 

諮問を受けたプランにつきましては、皆様から背景や状況に

関するご意見等は頂戴しましたが、プランの内容自体を修正す

る事項はないと認識しています。 

つきましては、プラン中に記載のある、「決算確定後に差替

え」とした各グラフの数値や、プラン（案）全体をとおしまし

て、誤字等の軽微な修正を行う必要が生じた際には、私と事務

局にて対応をさせて頂くこととし、本プランの内容にて、パブ

リックコメント（案）としたいと考えます。 

皆様、よろしいでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

こうやって拝見すると、皆さん頷いて頂いているので、ご異

議がないようだと思いますので、賛成の方は、大事なことなの

で挙手でお願いできますでしょうか。 

 

各委員 （全員挙手） 

 

小藤会長 ありがとうございます。 

全員賛成ということで承認を頂きました。ありがとうござい

ました。 

それでは本プランの案をもって、パブリックコメントとし

て、事務局進めて頂ければというふうに思います。 

 

中川 

課長補佐 

会長、皆様、ありがとうございました。 

それでは、次第の内容に戻りまして、「次第３ その他」に

ついて説明させて頂きます。 
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（次第３について説明） 

 

小藤会長 ありがとうございました。 

事務局より次第３「その他」について、説明を頂きました。 

ただいまの説明について、ご意見等はありますか。 

 

（意見なし） 

 

ないようですが、それでは、本日の議事事項も含め、全体を

通じ質問等があればお願いします。 

 

羽山委員 先ほどちょっと質問をし損ねたので、わかる範囲で教えて頂

きたいのですが、組織再編のプランというのが、項目で挙がっ

ていると思うのですが、そこを見ますと、いわゆる住民ニーズ

に沿ったみたいな、そんなフレーズも見えたのですけれども、

すいません、他の方がどうかわかりませんが、私個人的にちょ

っと感じているのは、やむを得ないところは多分にあると思う

のですが、どうしても組織的に縦軸で動いている、という印象

を持ってしまいます。 

関連している部分の横串での活動というか、動きっていうの

が、何となく私個人は弱いんじゃないかなっていうのを感じて

います。 

ある部署が、主管部署だからといって動いている部分に対し

て、関連している部署が関わってないわけではないと思うので

すが、コミュニケーションが取れていないというような部分

を、少し感じていたりするのです。 

組織再編の中で、この横串で見ていくような部署っていうの

が、今現状として、やっぱりそれは総務部なのか、企画部なの

かわかりませんが、そういう部署が、現状としてあるのかどう

なのかということと、今後そういう部分があるとすれば、その

横串で采配を振るっていくというか、主管ではないけれど、横

串で見ていくような部署っていうのを考えていくようなこと

はありえるのか、という点について、答えられる範囲でいいで

すので、教えて頂けたらありがたいです。 

 

小藤会長 ありがとうございました。 

こちらの内容は、前回橋詰委員からも、同じようなお話があ
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ったかと思いますので、事務局より回答をお願いします。 

 

池田 

総務部長 

組織の関係になりますと、実は総務部ではなくてですね、企

画部という形で、秘書広報課が所管しております。 

ただ、現状は、私どもの今の組織というのは、当然ですね、

各個別の課でやっていく、集中的にやっていく業務もありま

す。 

しかしながら、羽山委員のおっしゃる通りですね、どうして

も横の繋がりが必要なものも出てきますので、現状、実際に動

いているのが、例えばそういった事業が出たときには、プロジ

ェクトチームといったものを作って、各課から主要な方、そこ

に携わる方を、集めた中で協議をしております。 

例えば、１階の窓口を担当する課ではですね、各課で調整会

議といったもの、これはいろんな課が出席しまして、そういっ

たことをやる機会を設けています。 

そういったことが発展してですね、今週だったと思うんです

けど、各課が集まって、国からのアドバイザーも入れてですね、

今後の窓口業務の改善といったところで、シミュレーションを

することになっております。 

今後どういったＤＸを投入して、どうやって窓口をよりスム

ーズに展開していくか、といったようなことも、実は今回出席

するのは税務課であるとか、住民窓口課であるとか、保険医療

課、福祉課とか、そういった窓口に関する全てのところが出席

して対応を考える、といったこともやっております。 

またあわせてですね、例えば庁舎建設とかいった大きなプロ

ジェクトになりますと、やはり 1つの課ではできませんが、そ

のための専属としてですね、まちづくり推進室というのを、令

和６年度ですかね、機構改革で作ったのですが、そこが中心と

なるんですけど、そこに関して、例えば総務課の方が再編計画

を作るので、それと抱き合わせて事業を考えていくと、そうい

ったようなことはやっております。 

ただ、まだこれからいろんなことが起こってきますので、そ

の時々に応じて、必要な体制というのは整えていきたいと思い

ますし、また場合によってはですね、機構改革というのも、組

織においては、数年に１回ぐらいで大きくやるときがあります

ので、それは時代の流れに応じて、やはり必要な部署といった

ものを作っていくということも考えて参りますので、貴重なご

意見ありがとうございました。 
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小藤会長 ありがとうございました。 

他に、ご意見、ご質問はありませんでしょうか。 

 

 （意見なし） 

  

ないようですので、先ほど事務局から説明がありました通

り、次回予定をしておりました、９月２４日水曜日の委員会は

中止とさせて頂いて、第３回目の委員会につきましては、１２

月１日の月曜日となりますので、よろしくお願い致します。 

 

それでは、以上をもちまして、本日の議事は全て終了となり

ます。 

皆様、円滑な議事進行へのご協力ありがとうございました。 

議事の進行を事務局にお返しします。 

 

長谷川 

総務課長 

それでは、皆様、ご審議頂きましてありがとうございました。 

会長、議事進行の方ありがとうございました。 

 

これをもちまして、第２回武豊町行政改革推進委員会を終了

させて頂きます。 

本日はありがとうございました。 

皆様お気を付けてお帰りください。 

 

 


